
報酬・料金等の所得税徴収高計算書の様式及び記入例 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 記入例 ① 】 

（例）講師に税別で￥30,000 を支払う場合 

大阪府〇〇市△△・・・・・・・・・・・・・・ 

〇〇市立△△小学校 

（納付書に記載済み） 

〇〇-〇〇〇-〇〇〇〇 

0 1 1 3 3 4 1 1 3 4 1 1 

3 4 1 1 \ 

0 6 

 

0 6 

 

△ 

 

△ 

 

（納付書に記載済み） （納付書に記載済み)  

 

3 枚 1 組の複写式 
1 枚目：納付書 

2 枚目：控え 

3 枚目：領収証書 

源泉徴収税額は、源泉徴収の対象となる支払金額が 100 万円までなら、その支払額の 10．21％となります 
     

（例）講師に 30,000円（税別）を渡す場合の支払額と税額 

式 30000÷（1-0.1021）＝30000÷0.8979＝33411．2・・・ 

税込みの支払額は 33，411 円となり、講師に 30，000 円を支払い 

学校（団体）から税務署に源泉徴収額 3，411 円を納付します     

【支払額を求める計算式】 

   支払額＝手取り額÷（1-0.1021） 

     1 円未満は切り捨て  
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【 記入例 ② 】 

（例）講師に税込みで￥30,000 を支払う場合 

大阪府〇〇市△△・・・・・・・・・・・・・・ 

〇〇市立△△小学校 

（納付書に記載済み） 

〇〇-〇〇〇-〇〇〇〇 

0 1 1 3 0 0 0 

 

0 

 

3 0 6 

 

3 

3 0 6 3 

 

\ 

0 6 

 

0 6 

 

△ 

 

△ 

 

3 枚 1 組の複写式 
1 枚目：納付書 

2 枚目：控え 

3 枚目：領収証書 

源泉徴収税額は、源泉徴収の対象となる支払金額が 100 万円までなら、その支払額の 10．21％となります 
     

（例）講師に 30,000円（税込み）を支払う場合の手取り額 

式 30000×（1-0.1021）＝30000×0.8979＝26937 

講師へは 26，937円を支払い 

学校（団体）から税務署に 3，063 円を納付します     

【手取り額を求める計算式】 

   手取り額＝支払額×（1-0.1021） 

     1 円未満は切り捨て  

（納付書に記載済み） （納付書に記載済み） 


